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春
季
俳
句
会
（
令
和
四
年
三
月
）
「
句
報
」 

兼
題
：
梅
（
子
季
語
含
む
） 

    

佑
徳
福
稔 

佑
以
茂  志   

亘
由 

由
克
志 

崎
福
志  秀 永     

永
展
克
多
志 

敏
崎
茂 佑  

茂
福
稔
恵  

崎
稔 

福
博 博 秀    

展
志 

敏
由 

展
以 

徳
永 

「
選
句
」
赤
文
字
：
特
選 

 
癒

え

し

身

に

満

ち

く

る

五

感

上

り

鮎 
坂

道

を

香

り

走

り

来

古

梅

林 

ミ

ス

三

丘

人

気

投

票

青

き

春 

凍

る

風

行

き

先

迷

う

救

急

車 

五

波

六

波

医

療

集

団

春

い

ま

だ 

 

大

鳥

居

く

ぐ

り

三

輪

山

風

光

る 

梅

白

し

母

の

形

見

の

ミ

シ

ン

踏

む 

梅

咲

い

て

コ

ロ

ナ

退

散

待

つ

シ

ャ

ッ

タ

ー 

 

根
圧
の
梢
（
う
れ
）
ま
で
及
び
梅
咲
く
（
ひ
ら
く
） 

梅

が

枝

は

再

起

動

せ

り

す

ん

す

ん

と 

肥

後

梅

の

蒼

天

を

突

く

枝

み

ど

り 

節

分

の

余

呉

湖

は

藍

を

濃

く

更

け

ぬ 

草

の

芽

を

食

め

る

羊

の

影

短

か 

 

伸

び

す

れ

ば

み

空

に

ひ

と

つ

奴

凧 

香

が

誘

う

雅

の

世

界

夜

の

梅 

散

歩

魔

や

神

出

鬼

没

に

山

笑

う 

白

金

の

カ

イ

ロ

見

直

し

探

し

お

り 

空

耳

や

母

の

声

す

る

彼

岸

か

な 

 

梅

林

や

温

か

い

色

遠

く

か

ら 

盆

梅

の

百

年

の

幹

芸

術

だ 

孫

来

な

い

今

年

も

雛

は

箱

の

中 

春

の

湖

新

し

き

竹

魞

光

る 

草

萌

え

を

食

む

ひ

つ

じ

達

日

を

あ

び

て 

 

賜
り
て
し
か
と
抱
き
し
め
晩
白
柚
（
ば
ん
ぺ
い
ゆ
） 

あ

と

五

分

あ

と

三

分

と

春

ね

む

し 

出

棺

に

蕾

を

零

す

枝

垂

梅 

風

花

の

声

あ

る

如

く

戯

る

る 

淡

黄

梅

透

き

通

る

ま

で

枝

に

在

り 

「
投
句
」
作
品 

  

西
村
敏
治 

西
村
敏
治 

西
村
敏
治 

西
村
敏
治 

西
村
敏
治 

 

加
龍
恵
子 

加
龍
恵
子 

加
龍
恵
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佐
藤
多
恵
子 

佐
藤
多
恵
子 

佐
藤
多
恵
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佐
藤
多
恵
子 

佐
藤
多
恵
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戸
堂
博
之 

戸
堂
博
之 

戸
堂
博
之 

戸
堂
博
之 

戸
堂
博
之 

 

佐
藤
茂
弘 

佐
藤
茂
弘 

佐
藤
茂
弘 

佐
藤
茂
弘 

佐
藤
茂
弘 

 

中
野
亘
子 

中
野
亘
子 

中
野
亘
子 

中
野
亘
子 

中
野
亘
子 

作
者 
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克
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永
展
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崎 
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永
博
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佑
敏
以
茂
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以
恵
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敏
亘
福 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

               
    

由 

                   

崎 
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記

念

樹

に

梅

植

え

し

庭

す

で

に

な

く 

母

の

こ

と

一

日

お

も

う

白

椿 

春

の

海

亡

夫

横

顔

車

窓

か

な 

木

漏

れ

日

よ

掬

い

と

る

よ

な

余

生

か

な 

 

ヨ

チ

ヨ

チ

と

母

の

指

持

ち

の

ど

か

な

陽 

春

う

ら

ら

森

の

公

園

子

ら

の

声 

伊
勢
志
摩
の
ア
オ
サ
（
青
の
り
）
を
あ
や
す
母
の
海 

枯

れ

残

る

老

い

た

小

枝

に

梅

の

花 
月

ヶ

瀬

の

梅

ま

だ

蕾

み

山

寂

し 

 

梅

一

輪

見

て

よ

り

け

ふ

の

は

じ

ま

り

し 

部

屋

に

陽

の

射

し

入

る

幸

よ

梅

の

花 

蝋

梅

の

香

に

お

ど

ろ

き

し

若

き

日

も 

大

国

の

横

暴

民

は

春

の

闇 

老
（
お
い
）
ふ
た
り
夕
餉
は
な
や
ぐ
雛
の
寿
司 

 

白

梅

や

あ

ま

た

の

新

枝

天

を

突

く 

偕

楽

園

薄

桃

色

に

梅

盛

り 

白

梅

や

清

ら

に

生

き

よ

と

云

う

如

く 

春

雪

の

屋

根

よ

り

音

た

て

解

け

る

朝 

宿

の

湯

に

ぽ

か

り

ぽ

か

り

と

春

蜜

柑 

 

梅

林

所

狭

し

と

腕

伸

ば

し 

枯

山

に

河

津

桜

の

灯

が

と

も

り 

ほ

ー

ほ

け

き

ょ

B
G
M

に

野

良

仕

事 

た

ん

ぽ

ぽ

や

橋

の

下

の

み

ま

だ

つ

ぼ

み 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ
も
ぎ
摘
み
つ
つ
母
を
待
ち 

 

万

緑

に

ひ

と

も

と

の 

梅

香

の

冴

ゆ

る 

小

雨

ふ

と

舞

ひ

て

春

雪

息

を

の

む 

草

餅

の

香

に

蘇

る

ふ

る

さ

と

よ 

原

初

よ

り

龍

の

志

皆

秘

す

春

麗 

心

研

ぎ

高

き

強

き

へ

立

志

春 

 
 

紅
梅
や
我
家
（
わ
ぎ
へ
）
に

華
の
五
十
年 

華

や

ぐ

や

菅

公

茶

会

梅

満

ち

る 

若

草

野

羊

の

群

れ

て

大

地

食

む 

目

刺

食

ふ

漁

師

の

自

慢

隠

し

味 

 

富
岡
訓
子 

富
岡
訓
子 

富
岡
訓
子 

富
岡
訓
子 

 

都 

福
仁 

都 

福
仁 

都 

福
仁 

都 

福
仁 

都 

福
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山
家
由
紀 

山
家
由
紀 

山
家
由
紀 

山
家
由
紀 

山
家
由
紀 

 

吉
田
以
登 

吉
田
以
登 

吉
田
以
登 

吉
田
以
登 

吉
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以
登 

 
野
本
展
子 

野
本
展
子 

野
本
展
子 

野
本
展
子 

野
本
展
子 

 

網 

佑
子 

網 

佑
子 

網 

佑
子 

網 

佑
子 

網 

佑
子 

 

前
田
秀
一 

前
田
秀
一 

前
田
秀
一 

前
田
秀
一 
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【
選
句
に
つ
い
て
お
願
い
】 

一
、
お
一
人
五
句
選
句
し
て
頂
き
、
そ
の
「
句
番
号
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

二
、
選
句
の
内
「
特
選
句
」
一
句
の
番
号
の
後
ろ
に
「
特
選
」
と
記
入
し
て
下
さ
い
。 

三
、「
特
選
句
」
に
つ
い
て
、
五
〇
文
字
以
内
で
句
評
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

投
句
、
選
句
者
氏
名 

 
（ 

）
内
は
選
句
者
略
称
（
五
十
音
順
） 

 

網 

佑
子
（
佑
）、
井
狩 

修
（
修
）、
池
川
静
男
（
静
）、
岩
崎
悦
子
（
崎
）
岩
壺
克
哉
（
克
）、
加
龍
惠
子
（
恵
） 

楠
野
圭
子
（
圭
）、
小
松
康
子
（
康
）、
斎
藤
優
子
（
優
）、
佐
藤
多
恵
子
（
多
）、
佐
藤
茂
弘
（
茂
）、
戸
堂
博
之
（
博
）、 

富
岡
訓
子
（
訓
）、
中
野
亘
子
（
亘
）、
中
野
陽
典
（（
陽
）、
西
田 

稔
（
稔
）、
西
村
敏
治
（
敏
）、
野
本
展
子
（
展
）、 

本
多
通
博
（
通
）、
前
田
秀
一
（
秀
）、
三
木
徳
彦
（
徳
）、
都 

福
仁
（
福
）、
宮
本
智
乃
（
智
）、
元
永
悦
子
（
永
）、 

山
家
由
紀
（
由
）、
吉
澤
志
保
子
（
志
）
、
吉
田
以
登
（
以
） 

 

編
集
人 

前
田
秀
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